
　
北
見赤十字
病院␓東

館５
階に「
が
ん相談支

援セ
ンタ␗」
という部

門が
あること
を␓皆さ

んは
␓ご存じ
ですか？
。

　
私
は知りま
せんでし

た。
　
と
ころが␓
ある日␓

突然
␓家族が
「
がん」

と告
知された
のです。

　
本
人も␓私
達家族も

び
くりして
␓ただお

ろお
ろするば
かりでし

た。
今思い返
すと␓私

が
一番取り乱
していた

のか
もしれま
せん。

　
そ
れからは
␓緊急入

院␓
手術␓退
院と続い

て␓今は抗が
ん剤治療
␓

一年
があと
いう間に

過ぎ
てしまい
ました。

　
そ
して␓今
年４月の

精密
検査の結
果␓「
転

移再
発」と言
われて␓

もう
␓最悪の
状況にな

り␓
さらに強
い薬の投

与␓
治療が始
まりまし

た。
　
本
人はとて
もつらそ

うで
あり␓そ
と見守

て
いる私達
家族もま

た␓
身も心も
細るよう

なつ
らい日々
を過ごす

しか
ありませ
ん。

　
私
は␓「
が
ん」に関

する
本を何冊
も買い求

めて
は読みま
した。
本

人に
気づかれ
ないよう

に気
をつかう
␓それが

また
つらいこ
とです。

　
そ
んなとき
でした。

支援
する会の
例会で␓

八
矢
幸美看護
副部長さ

んの
お話しを
聞く機会

を得
たのは。
ある意味

で␓医師の方
たちより
␓

患者
のすぐ傍
で日夜␓

仕事
をされて
いる六百

人
も
の
看
護
師
の
方
々

が␓
どんな役
割␓思い

で
仕
事
を
さ
れ
て
い
る

か␓
さらには
新人さん

がど
んな教育
␓研修を

受け
ながら␓
現場での

仕事
に慣れよ
うと努力

され
ているか
を知るこ

とが
できて␓
とても心

強く
思いまし
た。

　
お
話の中で
␓「
がん

相談
支援セン
タ␗」と

いう
ものがあ
て␓患

者・
家族の悩
みにも応

えて
いただけ
るという

こと
を知りま
した。　

　
７
月１１日
に窓口を

訪ね
␓予約い
たしまし

た。
そして␓
１９日␓

午後
にソ␗シ
⑂ルワ␗

カ␗
の方とお
話しをす

るこ
とができ
ました。

私
一人で悩ん
で落ち込

んだ
り␓夜中
に目が覚

めて
泣いたり
␓精神的

なス
トレスが
たまて

体調
を崩した
ことなど

の話
しをさせ
ていただ

いて
␓聞いて
下さり␓

一緒
に考えて
いただき

まし
た。

　
私
が話をさ
せていた

だい
たのは␓
次のよう

なこ
とでした
。

　
▼
家族に␓
「
がん」

と告
知されて
からのつ

らさ
があまり
に大きく

て␓
慰めの言
葉すらう

かば
ない。ど
うしたら
␓

いい
のだろう
。

　
▼
医師にい
ろいろと

「
が
ん」につ
いて聞き

たい
のだけれ
ど␓あま

り
に
御
多
忙
の
様
子
だ

し␓
そのつど
話して下

さ

た
こ
と
に
つ
い
て

も␓
お聞きし
たいこと

があ
る。

　
▼
治療と副
作用につ

いて
も␓知り
たい。

　
▼
セカンド
オピニオ

ンは
必要なの
か？。

　
▼「
終活」に
ついて。

いつ
がいいの
か␓家族

にで
きること
はどんな

こと
が。

　
い
ろいろな
ことをた

くさ
んお話し
できたこ

と
が
と
て
も
良
か

た

し␓
ソ␗シ⑂
ルワ␗カ

␗の
方から␓

　
「
ぼくは医
者でない

から
␓医学的
なことに

つ
い
て
は
答
え
ら
れ
な

い。
先生に時
間を作

てい
ただいて
␓直接␓

話し
を聞かせ
てもら

て下
さい。看
護師が先

生の
都合を聞
いて␓日

程調
整してく
れますか

ら」
　
と
␓次のス
テ⑁プへ

のア
ドバイス
もいただ

けた
。

　
衝
撃の予告
から
一年

が過
ぎたばか
り␓これ

から
が大変と
思うので

すが
␓いざと
いうとき

に␓誰に␓どの
ように相

談を
すればよ
いか␓そ

の道
筋を見つ
けること

がで
きてほ
としてい

ます
。

　
地
域がん診
療連携拠

点病
院として
の北見赤

十字
病院があ
り␓中に
␓

「
が
ん相談支
援センタ

␗」
があるこ
とは␓大

き
な
安
心
と
思
い
ま
し

た。
　
斉
藤恵子（
仮名）記 　

北
見赤十字
病院は地

域が
ん診療連
携拠点病

院の
指定を受
けて␓地

域で
のがん診
療に役立

てよ
うと「
が
ん支援セ

ンタ
␗」開設
していま

す。
　
が
んの治療
や告知␓

予防
のための
健診のこ

とな
ど␓相談
に見える

方の
気持ちに
なて␓

無料
で行て
います。

ご
気
軽
に
ご
相
談
下
さ

い。
　
セ
ンタ␗は
月曜日か

ら金
曜日（祝
祭日は除

く）
の８時３
０分から

１７
時１０分
まで。日

赤の
東館５階
␓医療相

談室
の中で相
談を行

てい
ます。

　
電
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９で
す。Ｅメ
␗ルも利

用で
きます。
直接␓お

越し
戴いても
受け付け

てい
ますが␓
相談を受

ける
のに待つ
ことがあ

りま
す。
お手
数でも␓

予約
を願えれ
ばと思い

ます
。
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日
赤 

が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー 

皆
さ
ん
ご
存
じ
で
す
か
？
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今
年７月の
例会は北
見赤十字
病院の
八矢幸美
・看護副
部長さん
を

招き
␓懇談致
しました
。その中
で␓「
がん相談
支援セン
タ␗」が
話

題に
なりまし
た。例会
の後すぐ
に␓ご
主人のが
んで␓日
ごろ不安
や

悩み
を抱えて
いる会員
・斉藤恵
子（
仮
名）さん
が相談に
出向きま
し

た。
ご無理を
お願いし
てそのと
きの手
記を寄稿
して戴き
ました。


